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1980年に「新版Ｋ式発達検査（Kyoto Scale of Psychological Development）」が産まれた。その３年後には14歳ま
で尺度が拡張され「増幅版」が公表されこれが全国的に知られ、用いられていた。しかし、時代に合わない部分や検査
項目にも問題があり再改定が行われ、2002年には成人にまで尺度を広げた「新版K式発達検査2001」として公表された。
筆者はこれを用いた検査を行っている。検査項目はビネー（Binet,A）やゲゼル（Gesell,A.L）などが開発したものが
多く、特にビネー式の知能検査の課題項目と共通することが多い。しかし、内容としては日本独自な検査として考えて
もよいと筆者も始め多くのものが認めているところである。全領域のＤＡ（発達年齢）とＤＱ（発達指数）以外に姿勢
運動領域、認知適応領域、言語社会領域それぞれのＤＡ及びＤＱと発達のプルフィールが得られて具体的な子どもの発
達像が得られるように作成されている。
３）ＤＳＭ-Ⅲ－Ｒ
アメリカ精神医学会精神疾患の分類と診断マニュアルの第３版。現在は４版まである。
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